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小山市梁小学校地域連携部

第１０号

Ｈ２９．２．１５発行

（ 。）３年生 図工 はじめてののこぎりです
「のこぎりひいて、ザクザクザク」

。【 】３年担任より のこぎりボランティアの皆様ありがとうございました
子どもたちは、のこぎりに対して「怖い 「上手に使えるか心配」と口々」

に話していましたが、ボランティアの方にマンツーマンで教えていただい

たことで、少しずつ慣れていきました。教えていただいたように力の入れ

方や体の向きなどに気をつけながら、どんどん上手に切っていました。最

後は苦労をしながらも様々な形に木材を切ることができたことに大満足で

した。梁小学校ならではのきめの細かい指導をすることができました。

４年理科「空を見上げると☆冬の夜空」

３月５日（日）の「梁小お別れ会」

では、梁小学校４・５・６年生とお

はやしボランティアの皆さんのコラ

ボレーションで「梁小音頭」を演奏

します。

梁小音頭最後の演奏となります。

どうぞお楽しみに！！

今年も、天文

ボランティア寺

田さんに「冬の

星座 （オリオ」

ン座・カシオペ

ア座・冬の大三

角）の見つけ方

等、たくさんの

ことを教えてい

ただきました。

観察のポイント

がしっかりとわ

かりました。
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２月９日（木）学校支援地域本部委員会が開かれました。学校支援のあり方について

活発なご意見をいただきました。

【梁小学校コミュニティ・スクール総括】

・２年間学校支援地域本部をやらせてもらい、スムーズに進み、若返った。学校のことも

よくわかった。協力して下さった皆さんに感謝。

・初めは、やるのは難しいと思ったが、小規模校なのでできたところもある。地域の皆さ

んの協力あればこそ。

・なぜ地域が関わる必要があるのか最初は分からないこともあった。しかし（活動した）

２年間で学校にとって地域が必要なことがわかった。両親共働き。核家族化。地域のみ

んなで子どもを育てて行こうということを地域で考えることができた。

・子どもたちのいい挨拶、喜んでくれる姿を見ると、やって良かったと思う。これからも

引き続き支援していきたい。

・１年目は、関わり方、ポイント、ねらいなどよくわからず支援してきた。２年目は、事

前に打ち合わせができ、子どもたちへの指導協力もきちんとできるようになってよかっ

た。

【絹義務教育学校における学校支援地域本部について】

・絹義務教育学校になると、２３自治会になるが、やはり各自治会に委員がいないと協力

をお願いにくいし、難しい。

、 。・各家庭の把握など隣の地区の事情は分からないので 各自治会代表者がいたほうがよい

また、委員の代表は梁・福良・延島の３地区の人が入った方がよい。

・みんなが納得するよう自治会が中心となって２３地区全てから選出するのはどうか。

・自治会長は１年で交代。ボランティアの精神からも充て職では困る。ふさわしい人を選

出し 「2～３年間、再任は妨げない」ではどうか？、

初めてのそろばんです。３年生１２名の応援をお願いします。

○３月１日 （水） ９：０５～ ９：５０
（数の入れ方・２けたのたしざん）

○３月２日（木） １０：３５～１１：２０
（２けたのひきざん）

○３月３日（金） １１：３５～１２：１０
（小数・大きな数のたしざん・ひきざん）

お申し込みは、各地区の学校支援地域本部の委員さんへお願いします。
田中盛雄さん（休） ・須藤一郎さん（台） ・倉持勝夫さん（下梁）
佐藤嶺男さん（上梁北 ・曽雌康一さん（上梁南 ・直井由夫さん（西梁）） ）
須藤高弘さん（福良橋 ・藤郷治廣さん（中河原 ・宮田良夫さん（岸福）） ）


